































判決である（D.2004, Jur.p.2641, note J.C.Galloux; JCP 2004,Ⅱ, nﾟ10144, note
Bruguiere; Propr.intell. 2004, nﾟ13, p.907, obs. P.Sirinelli）。当事者は，原告ロレアル



















































































2006年１月25日に判決した（D.2006, AJ, p.580, obs. Daleau）。
控訴人は，BELLURE NV社（以下，「BELLURE」という）であり，被控訴人は，
L’ORÉAL SA（以下，「L’ORÉAL」という）, LANCÔME PARFUMS ET BEAUTE & CIE
SNC（以下，「LANCÔME」）, PRESITIGE ET COLLECTIONS INTERNATIONAL
SNC（以下，「PRESITIGE」）, PARFUMS CACHAREL SNC（以下，「CACHAREL」）,
PARFUMS RALPH LAUREN SNC（以下，「RALPH  LAUREN」）, PARFUMS GUY
LAROCHE SAS（以下，「GUY  LAROCHE」）の６社である。
控訴事件も多数当事者間でなされ，多数の請求に関する判示事項が存在するので，









－AU FRANC BENEFICE 社および4CS社に対するL’ORÉAL，LANCÔME,
PRESITIGE, CACHAREL, RALPH LAUREN, GUY LAROCHEの訴訟の取下げを
確認し，
－AU FRANC BENEFICE 社の，PSD社に対する訴訟の取下げを確認し，




－L’ORÉAL, LANCÔME, PRESITIGE, CACHAREL, RALPH LAUREN, GUY
LAROCHEが主張した，
※商標権侵害について，すなわち，
－TRESOR LANCÔME N°1 581 643（小瓶）
－MIRACLE N°3 038 943（小瓶）
－ANAÏS ANAÏS  N°1 479 938（容器）




－TRESOR LANCÔME, MIRACLE, ANAÏS ANAÏS, NOA, ROMANCE（男性用と女
性用）, ACQUA Di GIO, EMPORIO ARMANI（男性用と女性用）, DRAKKAR
NOIR，棄却し，
－LA VALEUR, PINK WONDER, NICE FLOWER, SWEET PEARL, CHEEK TO


































142 専修ロージャーナル　第２号 2007. ２
















※原審が，“TRESOR” N°1 581 643，“MIRACLE” N°3 038 943 ，“ANAÏS

























L’ORÉAL，LANCÔME, PRESITIGE, CACHAREL, RALPH LAUREN, GUY LAROCHE
各社は，第57ないし63号証の書類，および，2005年12月２日に送達された結論申立
の却下を求めた後で，控訴院に以下のことを要請した。





－“ANAÏS ANAÏS” N°1 479 938
－“TRESOR” N°1 581 643




－TRESOR, MIRACLE, ANAÏS ANAÏS, NOA, ROMANCE（男性用と女性用）,
ACQUA Di GIO, EMPORIO ARMANI（男性用と女性用）DRAKKAR NOIR






































































































そのことから，TRESOR LANCÔME, MIRACLE, ANAÏS ANAÏS, NOA, ROMANCE





た分析結果は，BELLURE社の“PURE CLASS MEN”と“PURE BLACK”の名称の香















































































L’ORÉAL社は，世界知的財産権機関（L’OMPI：L’Organisation mondiale de la

















“TRESOR”N°1 564 082とN°1 581 643 具象的な商標について
LANCÔME社は，バラ色，黄色，モーヴ色，薄紫色の様々な色調からなる大理石
模様の基調，黒色の内側の帯，正方形の縁，バラ色のTRESORの文字という色の請




















































※ACQUA Di GIO 
※GIO
※ACQUA Di GIO（男性用）
※EMPORIO ARMANI IL et ELLE
※DRAKKAR NOIR
“LA VALEUR”，“PINK WONDER”，“NICE FLOWER”，“SWEET PERAL”，





※TRESOR LANCÔME N°1 581 643
















※L’ORÉAL，LANCÔME, PRESITIGE, CACHAREL, RALPH LAUREN, GUY
LAROCHE各社に，侵害行為から事実上から被った損害についての前渡とし
て，芳香により，金80,000ユーロ。
指定された鑑定人の使命を拡張して，立体的意匠 N°035 521，商標 N°1 581 643，
N°3 038 943 の侵害行為のような，12の侵害行為の事実により被控訴人各社が被った
損害額を決定することを可能とするあらゆる要素を提供することを命ずる。
その余の請求を却下する。
B E L L U R E社に対して，新民事訴訟法典第700条に基づき，L’O R É A L，
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求めた。しかし，香水の創造が著作権の保護には属しないと判示して，控訴院
は，知的財産法典第112-１および112-2条に違反したことについて，原審（ヴェ
ルサイュ控訴院）判決が，そのような創造は著作権法による保護に属しないと
述べてそれを棄却したことに，上告したので。
しかし，「ノウ・ハウの単なる応用の先行した香水の芳香は，上記の規定の意
味における，著作権による思想（感情）の保護を享受しうる表現形式たる創造物
を構成しない。知的な創作物である、香水の芳香は、それが独創的であるとの留
保の下で、著作権により保護される精神の著作物と考えられうる（以下，略）」
したがって，上告には，理由がない。
これらの理由により，上告を却下」。
以上
香りは著作物として保護されるか　　155
